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Q 7
接種時点では潜伏期だったらしい「かぜ」の症状が接種直後に発症し40℃の発熱があ

りました。十分な免疫ができていますか。

ポリオワクチンに限らずワクチンの接種は健康状態の良好なときに行うのが原則ですが，いわゆる

「かぜ」の潜伏期間中にワクチン接種を行い，直後（当日あるいは翌日あたり）に発熱したとしてもワクチ

ンの免疫効果に変わりありません。

A

Q 6 ポリオワクチンを受けた後に吐いてしまった時は，どうすればよいでしょうか。

接種直後であれば改めて0.05mLを接種してください。ポリオワクチンは仮に２倍量を服用した

としてもそのために副反応が出る心配はありません。しかし，ワクチンウイルスの一部はすぐに咽頭や腸

管の細胞に吸着されますので，ある程度の時間が経っていれば２度接種する必要はありません。約30分程

度が目安と考えられます。

A

Q 5
ポリオワクチンの接種量は0.05 mLと非常に少ないけれど，よだれでこぼれるなどし

て接種量が不足になることはないでしょうか。

ポリオワクチンウイルスは，咽頭の細胞などに吸着し増殖します。よだれの多い子どもでもほとん

どの場合ワクチンは飲み込まれており，よだれで排出される量は無視できると考えられます。ある程度の量

のワクチンウイルスが，咽頭や腸管の粘膜に到達すれば，そこで増殖しますので免疫をつくることができま

す。しかし，接種直後に吐いてしまった場合の措置と同じ考えで，改めて0.05mLを接種することは差し支

えありません。（参照p52，Q6）

A

Q 4
ポリオワクチンを保管中に，停電によりフリーザーの温度が上がってしまいました。

どの範囲ならば接種に用いてもよいでしょうか。

ポリオワクチンは，弱毒のポリオウイルスを生きたままの形で含んでおり，室温では不安定です。

ワクチンの有効性（ウイルス力価）を確実に保つためには－20℃以下に凍結して保管することが要求され

ます。保管中に温度が上昇し融解した場合は，融解していた時間が短く，庫内温度も10℃以下であったな

らば，再度凍結しても品質に差し支えありません。その際，瓶をよく振って液を均一にしてから凍結してく

ださい。また，融解したままで保存する場合は，４℃以下ならば１カ月以内，10℃以下ならば１週間以内は

使用できます。いずれも自記温度記録計等で確認できれば使用できます。（参照p28，Q11）

A


